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英語ウェブサイトの制作 問い合わせや受注対応 海外顧客への発送手配売上金管理とお支払い

米国向けビジネスは円安も相まって
高い成長率が見込める事業分野です

「おまかせ海外 ECサービス」は
インバウンドにも在留外国人にも注目される、優れた英語ウェブサイトを作成します。

そして付随サービスも一括提供します。

pdf より一部抜粋　出典：JNTO訪日外国人消費動向調査2023速報
https://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/content/001632946.pdf

国籍・地域別に見る訪日外国人旅行消費額

化粧品や家電製品だけではありません
日本食、菓子、嗜好品、日用品、フィギュア、
トレーディングカード、茶道具、華道具、
刀剣、骨とう品、工場見学、酒蔵見学、
醸造所見学、ゴルフ、サイクリング、
登山ガイド、名所旧跡や遺跡の観光ツアーガイド

貴社は商品やサービスを用意するだけ
次月に売上金が自動的に入金されます

一括提供サービス



簡単なモデル事例で説明します

消費税還付の
効果

日本の商品を海外で販売した場合は、国内消費税が還付される税法上の優遇措置があります。
例えば、1,000 円の商品を仕入れた場合、仕入れ先には消費税込みで 1,100 円を支払います。
これを税込 1,200 円で販売した場合、仕入金額を差し引くと 100 円の利益が残ります。
それを海外で同じ 1,200 円で販売した場合、消費税が還付されて 200 円の利益が残るのです。

海外インフレと
円安効果

2022 年のインフレ率は米国 8.7％に対して日本は 2.5％でした。ここに為替レートの円安効果が加
わり、日米の物価は 1.76 倍となっています（東洋経済ビッグマック指数による）
1,000 円の商品を仕入れて販売する、先ほどの事例を考えてください。
同じ商品を米国で売る場合は、日米物価の差を考慮すると、1,200 円×1.76 倍＝2,112 円で販売が
可能となります。つまり国内販売では 100 円の利益を得られる商品が、海外販売では 1,112 円の
利益が得られるのです。なんと国内販売の 10 倍以上の利益率です。

このように、輸出ビジネスにはあまり知られていない利益のカラクリがあるのです。
もちろん、海外ネット販売には送料などの費用がかかります。そのためここは正確な利益計画を立てる必要
があります。それでも英語 EC は貴社の成長エンジンとして有望な新規事業基盤となるでしょう。

大企業が輸出ビジネスで高い利益を上げているカラクリを
中小企業も学んで実践してみませんか？

これだけの内容のサービスを破格の価格で提供する理由
それは中小企業が経済成長から取り残されているからです

輸出比率の高い大企業は売上と利益の拡大が続いています
それは輸出には利益が増えるあるカラクリがあるからです

消費税の還元を受けられる海外ネット販売は円安が続く今こそ利益拡大のチャンス!

英語ウェブサイト制作、問い合わせや受注対応、売上金管理とお支払い、
海外発送手配　これだけの作業を一括提供するのにいただく費用は

70万円 1万円 0円
初期費用 月額費用 従量費用
SEO 対策付 アクセス解析付 どれだけ売れても無料!

※2024.3.31 まで


	チラシ20231228omote
	チラシ20231228ura

